
（
会
長 

小
林
豊
一
さ
ん
）
が
山
の
整
備
や

清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２

０
１
３
年
か
ら
２
０
２
３
年
に
か
け
て
登

山
道
に
階
段
を
整
備
す
る
ほ
か
、
案
内
看

板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
作
成
、
認
知

度
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

歴
史
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

古
く
か
ら
交
通
の
要
所
で
も
あ
っ
た
衣

掛
山
は
、
現
在
も
近
畿
・
中
京
と
北
陸
若

狭
を
結
ぶ
重
要
な
地
点
で
、
国
道
８
号
、

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
山
麓
を

通
り
ま
す
。
山
の
急
勾
配
を
登

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
北

陸
本
線
上
り
線
の
鳩は

つ

原は
ら

ル
ー
プ

線
は
鉄
道
フ
ァ
ン
に
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

谷や

家
の
娘
の
病
気
祈き

 
と
う禱

を
名
目
に
山
に
上

が
り
、
松
の
木
に
袈け

さ裟
衣こ

ろ
も

を
掛
け
て
三
日

三
晩
祈
禱
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
山
の

名
の
由
来
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

衣
掛
山
の
北
側
に
は
、
古
墳
時
代
後
期

（
西
暦
６
０
０
年
前
後
）
に
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
古
墳
群
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

直
径
10
〜
13
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
に
は
横
穴

式
石
室
が
備
え
ら
れ
、
須す

え

き

恵
器
や
鉄
製
の

刀
、
耳じ

 
か
ん環

な
ど
が
出
土
。
こ
の
地
が
古
く

か
ら
栄
え
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

地
域
住
民
ら
で
登
山
道
を
整
備

「
衣
掛
山
は
地
元
中
郷
小
学
校
の
校
歌

に
も
登
場
す
る
な
ど
、
古
く
か
ら
地
域
住

民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
中
郷
地
区
区
長
会
長
の

竹
中
昭
一
さ
ん
と
中
郷
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
の
西
口
修

さ
ん
。
近
年
、
こ
の
山
に
登
っ

た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
が
増
え

て
き
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
３

年
、
中
郷
地
区
の
子
ど
も
会
が

中
心
と
な
り
、
登
山
道
を
整

備
。
そ
の
後
、
地
域
住
民
で
結

成
さ
れ
た
「
衣
掛
山
歩
こ
う
会
」�

源
義
経
の
伝
説
が 

山
の
名
の
由
来
に

敦
賀
市
中
郷
地
区
に
あ
る
衣き

ぬ

掛か
け

山や
ま

。
そ

の
名
は
源
義
経
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
由
来

し
ま
す
。
鎌
倉
時
代
、
源
頼
朝
に
追
わ
れ

た
義
経
・
弁
慶
一
行
は
京
か
ら
奥
州
へ
と

逃
れ
る
道
中
、
抜
け
道
と
し
た
衣
掛
山
で

休
息
。
松
の
枝
に
着
物
を
掛
け
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
行
は
役
人
の

目
を
逃
れ
る
た
め
、
義
経
を
匿

か
く
ま

っ
た
美み

尾お
の

近
年
は
戦
国
時
代
の
浅

井
・
朝
倉
ゆ
か
り
の
史
跡

を
の
ろ
し
で
結
ぶ
『
古
里

の
ろ
し
駅
伝
』
に
衣
掛
山

も
参
加
。
岐
阜
県
の
関
ケ
原
古
戦
場
跡
を

出
発
点
に
、
敦
賀
を
経
由
し
福
井
と
石
川

の
県
境
に
あ
る
刈か

り

安や
す

山や
ま

ま
で
を
の
ろ
し
で

結
ぶ
歴
史
イ
ベ
ン
ト
で
、
歴
史
や
登
山
愛

好
家
ら
の
交
流
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
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敦賀市街地を一望できる衣掛山中腹地点。舞鶴若狭自動車道高架下
（敦賀衣掛大橋）にあり、敦賀の街並みや敦賀半島、2024年開業の北
陸新幹線敦賀駅や車両基地も眺められます。

「古里のろし駅伝」では中郷地区の住
民らの手で衣掛山から、“のろしのバ
トン”がつながれました。

敦賀工業高校東側、JR小浜線の高架を潜った正面が登山道入
り口です。2023年には案内看板が設置されました。

義
経
伝
説

義
経
伝
説
にに
由
来
す
る
中
郷
地
区

由
来
す
る
中
郷
地
区
のの
シ
ン
ボ
ル

シ
ン
ボ
ル

衣
掛
山

衣
掛
山

N

小 

浜 

線
堂ふれあい会館

敦賀
工業高校

JR西敦賀駅

標高181m
頂上まで
徒歩45分

至 敦賀

至 小浜至 疋田

堂
第一公園

北 陸
本線

ルー
プ
線

北 陸
本線

ル ー
プ
線

舞鶴
若狭

自動
車道

衣掛山
登山道

衣掛山
181m

中腹（約90m）中腹（約90m）

P
専用
駐車場

⬅登山口まで
　徒歩3分◀詳しい地図は

　こちらまで
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